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自己紹介

高梨ゆき子（たかなし・ゆきこ）

読売新聞記者 1992年入社

山形支局などを経て

社会部で文科省、会計検査院を担当

調査報道班、厚労省担当キャップを経て

医療部に移り、がん、難病、臓器移植のほか

群大病院事件をはじめ医療事故報道も手がける

医療部次長としてデスクも務めている



群大病院手術死事件

★最初の報道

同じ医師が執刀した
腹腔鏡を使う肝切除
手術を受けた８人が、
術後短期間で死亡

2014年11月14日
（読売新聞朝刊１面）



他の病院でも

日本肝胆膵外科学会アンケート

55％が倫理審査を全く受けていない



情報共有の問題点

低侵襲

体の負担が少ない
普通の手術より簡単

リスクが低い

誤解

医師の説明 遺族の認識



情報不足が不信に



現代医療と患者安全

「かつての医療は、頂をあおぎながら山道を登って
いくようなものだった。高度に進歩した現代の医療は
登り詰めて稜線を行くのに似ている。山道なら転ん
でも取り返しがつくが、稜線から転げ落ちれば最悪
の結果につながる。医師はそれを十分に認識し、患
者と認識を共有して、困難を一緒に乗り越える時代
になった」

多田羅浩三・大阪大学名誉教授

（千葉県がんセンターの第三者調査委員会会長）
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患者参加の医療



対立から対話へ

 木村豊さん（遺族会代表）

 病院職員に思いを語る

 2018/06/22＠群大医学部



群大病院の挑戦

2019年1月～

・入院患者の電子カルテ自由閲覧システム

患者と医療者の情報共有強化が目的

＝国立大学病院で初

※おそらく全ての病院のなかでも

ほとんど例のない取り組み

重大な事故が、日本の医療を変える！



ご冥福をお祈りします・・・


